
２０２０年度 事業報告書
期間：２０２０年７月 1 日〜２０２１年３月３１日

一般社団法人 B-BALLY'd
代表理事 須田将広

＜事業の概要＞
2020 年度年度の一般社団法人 B-BALLY'd は、次年度の円滑活動につながる内容にするべく、特
に下記の４点を重点的に活動してきました。また、本年度は世界中で猛威を振るった新型コロナウ
イルス感染症によって、いくつかの予定事業が余儀なく変更されたものもあります。

1. ホームページや SNS を活用した会員増加に繋がる広報活動
2. 会費や活動資金などを流暢に運用するために会計コンサルタントの継続依頼
3. 定期練習会の月４回開催のために、定期的に予約できそうな体育館の確保
4. コロナ禍に合わせた活動内容（外でのクロストレーニングとオンライン講習会など）

＜育成事業＞
１．ホームページの設立および SNS などを使った広報活動

a) ビバリード独自のドメインを取得し、ホームページと専用メールアドレスを整備しました。
b) Google の非営利団体向けのプログラムサービスである「Google for Nonprofits」に登録

し、無料広告や動画配信などのサービスを有効活用しています。
c) 公認アンバサダーとして佐知樹一郎氏を迎え、Instagram や Facebook、note、LINE 公

式アカウントなどの SNS ツールを活用した広報活動に取り組んでいます。
d) 大阪府立生野聾学校に生野聴覚支援学校キャリア教育講演会の講師として招かれて、中学

生を対象にした講演活動をして当団体の PR をしてきました。

生野聴覚支援学校キャリア教育講演会の風景 公式ホームページの TOP 画面



２．定期練習会
a) コロナ禍の影響で活動拠点である枚方市の体育館は使用できず、市外の体育館の確保に奔

走しました。練習内容に関しても、身体的な接触が少なくすることや、コーンやミットな
どのバスケットボール向けのギア(道具)を使ったりしてコロナ対策をしながら継続してき
ました。

b) 密を避けるという意も含め、アウトドアスポーツのサッカーとラグビーの講師を招待して、
クロストレーニングに取り組みました（計２回の実施）。

ラグビー サッカー

３．オンラインコンテンツ
a) Zoom などのオンラインコンテンツで、音声を自動的に字幕化するシステムを独自に考案

したものを実施と改良を繰り返してきました。

iRig2 を使った音声を自動的に字幕化するシステム

b) オンライン講習会を下記の内容でで開催しました（計２回の実施）。
i. １月２８日 「より強くよりしなやかにナースのヨガトレ」 梶崎有那先生
ii. ２月１０日 「栄養について考えてみたよ」 三宅浩史氏



４．専属コーチの育成、ボランティアスタッフの設置
a) 須田専属コーチが「考えるバスケの会」認定コーチに合格しました。
b) バスケの経験者にボランティアとして定期練習会等に参加して頂き、デフバスケに興味を

持って頂けるように、少しずつ活動を始めています。なお、ボランティアスタッフに関す
る規則も作成、次年度に公開できるように準備を進めています。

考えるバスケの会認定コーチ証

５．枚方市との連携
a) 枚方市障害者社会参加促進事業スポーツ講習会についてメールを送り、枚方市の担当部署

と打ち合わせの場を設けることができました。２０２１年度に向けて、枚方市障害者スポ
ーツのイベントに参加できるように話を進めていく予定です。

b) 枚方市内の中学校や高校の体育館確保に関して情報を提供頂きました。今後もご協力頂け
ることを約束して頂きました。

６．クリニック・体験会の開催
a) ２０２０年８月に体験会を開催する予定だったが、コロナ禍のため中止となりました。
b) 下記のバスケットボールクラブで指導されている指導実績豊富なコーチを講師として招き、

外部クリニックを定期開催していきます（次年度は継続が目標です）。
i. SKILL ELEMENTS KIKO コーチ（奈良）
ii. JORKERS 代表 中嶋憲治コーチ（大阪）

クリニックの風景（１） クリニックの風景（２）



＜活動資金＞
１．募金

a) 募金箱の設置はコロナ禍のため実現できませんでした。次年度に持ち越します。

２．スポンサー
a) スポンサー契約については、自粛下の時期が多かったため、積極的な活動はできませんで

した。

３．助成金
a) 年度内に 2 件の申請を行いました。1 件については、不採択となりました。もう 1 件に

ついては、現在継続審査中です。

以上


